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ディスカッション概要 

高校生から議員への質問 

高校生 成田湯川駅を利用しているが、コンビニまでの距離が遠い。徒歩５分圏内にコンビニなど

がほしい。 

議 員  収益が見込めれば設置すると思うが、成田湯川駅は電車の本数や利用者も少ない。現

在ローソンがあるが、ある程度利用者はいるようであるため、駅周辺へのコンビニ等の

設置はハードルが高いと思う。 

 駅前の開発などの動きもあるため、すぐにというわけにはいかないが、将来的には誘

致、その働きかけをしていきたい。 

高校生 駅周辺に勉強できるスペースがあると便利ではないか。 

議 員  以前から要望があり、スカイタウンなどの駅周辺に自習スペースを設置するための議論

は行われているが、前には進んでいない。 

 管理者の外部委託など、施設管理の面を改善して学校を有効活用できるようにすれ

ば、費用負担の面などを考えてもハードルが低いのでは。 

 JR 成田駅西口の整備計画があり、市民の交流スペースが確保される予定である。その

一角に学生が勉強できるスペースを設置してもらうよう要望することは可能。 

 来年度からこども・若者参画推進事業がスタートし、市の政策について事業提案できる

「こども未来政策委員会」が組織されるため、そこに参加して提案はどうか。 

高校生 通学時間帯のコミュニティバスのしもふさ循環ルートは本数が少なく混雑していて乗れな

いことが多い。また、車内が狭かったり、運賃が高かったりするため改善してほしい。 

議 員  コミュニティバスの利便性向上に向けて、市長に政策を提案している。 

 学校側で、どの時間帯にどのくらいの人が利用したいのかをまとめ、具体的な根拠を

もって市に要望するとよいのではないか。 

高校生 成田市に住んだきっかけは。 

議 員  街並みのきれいさや成田空港がある利便性、自然と調和したまちである成田市に惹か

れたため。 

高校生 海外の市議会では、年に複数回、市民が直接議員に質問したり、要望したりする機会があ

ると聞いたが、成田市議会では行われているのか。 

議 員  年に１回議会報告会というものを開催しており、そこに来ていただいた方と意見交換

を行っている。 

 議員個人が市民の方から要望を聞いて、市に伝えている。 
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高校生から議員への質問 

高校生 市議会議員はどんな仕事か。 

議 員  市の提案施策や予算などを審査し、最終的に決定する。 

 市の施策や予算などが適正に執行されているかを監視、確認している。 

 市民の声を市政に反映させる。 

高校生 議員という仕事は責任が重く大変そうだが、それでも議員を目指したきっかけは。 

議 員  子供が大きくなった時にもっと住みやすくなっていてほしいと思ったから。 

 団体の役員やイベントに参加する中で、成田のまちをもっと盛り上げたい、住みよくし

たいという思いが強くなったから。 

 成田市は住みやすいと感じていたが、子育て支援や高齢者福祉などもっといろいろな

ことができるのではないか、もっと住みやすい市にしていきたいと思ったから。 

 様々な団体に所属していて、一緒に活動してきた仲間から議員としての角度から成田

市をよくしてほしいと言われたから。 

高校生 議員として活動する上で大切にしていることは。 

議 員  地元の意見を行政に伝えることや市の財政や情勢をチェックすること、ほかの人がやっ

ていないことをやりたいと思っている。 

 市から様々な議案が提案されるが、今住んでいる市民や選挙権のない子供たちなども

含めて、市民を幸せにするものかどうかを判断基準にしている。 

 市民に情報を伝え、政治は身近なものであることを知ってもらいたいと思いながら活

動している。 

 市民から預かった意見を、より良い成田市をつくっていくために生かしていくことを目

標としている。 

高校生 市議会議員になって、成田市のどこを変えたかったのか。 

議 員  障がいを持つ人でも健常者と同じような生活を送れるようにしたかったから。 

 日本を客観的に見ると、経済発展が進んだ一方で社会的な課題が見え、突き詰めてい

ったときに政治というものに行き着いたから。 

 成田市の美しい自然を守っていきたいから。 

 成田市内でも都市部と郊外で地域差があり、その現状を何とかしたかったから。 

 自分のこれまでの経験を市政に役立てたかったから。 

 ニュータウンを活性化させ、成田市を元気にしたいと思ったから。 
 


